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（2009）、「四顆」（2010）では、複雑な心情の不思議さを表そうと取組んだ成果である一方、画面の世界
は明るい空間領域へと移行する。この制作の流れを経て、作品「ゆかたざらい」（2010）に繋がる認識と
して、人の曖昧で繊細な部分を表現しようとした末に、滲み出る僅かな恐怖感こそ意図する核心と、申
請者は確認する。不気味で恐ろしい印象がある画面から、明度の高い色彩表現による作品への動きには、
自身の発想の変遷が反映しているが、他者には些か解釈しにくい変化と受けとめられる。 
 提出作品「彩りの喧騒」（2011）は、古物市にて吊り下げられた多くの着物が発する生々しい色合いや、
ざっくりとした形態の妖しくざわめく様子に心惹かれた申請者が、その場面で強く意識した生命感を表
現しようと試みた作品となっている。「たゆたう」（2011）は、その面貌の表現に潜む不気味さを示しな
がらも、自身が目指す人間らしさの表現を盛り込もうと意図した作品である。申請者は、これまで人物
の面貌表現に格別な関心を寄せ探究している。 
 それは、画面と自身の心中との交感の実質を探ろうと志向するところと評価する。日本画の表現にお
いて、素描力でも技法面においても卓越した造形的感覚が発揮されている。 
 平成23年10月７日の審査委員会審議を経て、12月15日の「博士審査展・公開発表会」の審査終了後に、
全委員による最終試験（口述）を実施した。申請者の創造的な理解力や知識が研究成果として十分身に
ついていることを確認し、その内容が学位取得に相応しい水準に達しているものと審査委員が一致して
認め、合格と判定した。 
 
 
